
1 
 

 

平成２５年度 第 6 回栃木県支部役員会 議事録 

日 時：平成２５年 10 月 26 日（土）１3：３０～16:00 

場 所：支部事務所 

１．出席者（敬称略） 

菅井、柳瀬、小黒、黒須、宮下、羽山、西谷、谷口、久芳、新井、福島、梁島、 

亀田（委任状）、福田（委任状）、土田（委任状）、鈴木（委任状）、 

その他出席者：田仲（顧問）             

２．議事 

 本日の書記：梁島宏光、議事録署名人：新井達雄、宮下治 とした。 

（審議事項） 

（１）F1 講演会の参加者状況と今後の広報、当日の役割分担について：（説明者 宮下） 

  現時点での参加者数は 100 名弱であり、更に支部会員参加者 36 名の上積み、ホンダベルノルート

での呼びかけ、会員から一般への呼びかけを要請した。 

当日の受付担当、講演者出迎え担当等を明確にした。 資料 6-1-1、資料 6-1-2 参照 

（２）９月までの会計報告と今後の対策：（説明者 黒須） 

  本部より補助される項目を除くと、平成 26 年度 3 月までの収入-支出は約 250ｋ￥、但し借入金 

200ｋ￥を含むので実質約 50ｋ￥である。 資料 6-1-3 参照 

（３）関東８県支部長会議の報告と課題検討：（説明者 菅井、黒須） 

  国・県等の補助金事業の技術評価、事業評価についてはその取り組みに各県の差異がある。当支部

としては技術評価項目についてはもっと食い込めるよう活動を進める。資料 6-1-4 参照 

（４）専門家ネットワークについて、今後の進め方：（説明者 柳瀬） 

     専門家ネットワークへの登録参加手順、成果等について、現在数名が登録し問題点の確認を行って

いる。問題無ければ来年早々に会員に登録の仕方の広報をしたい。 

  11 月中旬までの業務委員会関連の行事、活動を紹介した。 資料 6-1-5 参照 

（５）今後の国、県の補助金関係の対策：（説明者 柳瀬） 

  現在の補助金事業のすべてを当支部では掌握しきれているものでない。今後、産業振興センターと 

の連携をさらに深め、会員にタイムリーに広報をしたい。 資料 6-1-5 参照 

（６）ＥＣＯテック出展について：（説明者 久芳） 

   来年度のサイエンスカフェ事業の一環として出展可能性を調べるため調査した、エコもりフェア 

2013 について報告した。 資料 6-1-6 参照 

   11 月 30 日～12 月 1 日に開催のＥＣＯテックに当支部として出展する。 

   Ｍｇ電池自動車、走行会、コイルモーター、水の浄化を提供する。 

（７）各委員会の課題、予定について：各委員長 

① 忘年会を 12 月 7 日（土）に予定する。当日のＣＰＤ対象講演は「羽山定治氏のスバル望遠鏡」 

とする。  企画委員会 
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報告事項 

（１）浙江省訪中団報告：（報告者 菅井） 

  一行を 10 月 22 日～24 日に迎えた。当支部から提案した見学を実施した。 

  見学事業所：県産業技術センター、宇都宮大学、キャノン。中外製薬、カルピー 

  資料 6-1-1 の下野新聞記事参照 

（２）札幌市における技術士会全国大会参加報告、日韓技術士会参加報告：（報告者 田仲） 

   韓国側から田仲喜一郎氏は表彰された。 

（３）ときた a.c さんからの依頼事項について：（報告者 菅井、柳瀬） 

① 県内工芸技術活用ゴルフパターのビジネスは会員の協力も得て展開中である。 

② 当支部事務所階下の店舗に試打スペース設置された。 

③ 健康器具に関する足利工大との共同研究契約が成約見込みである。 

 

第 7 回役員会予定 

    日時：平成２５年 11 月 16 日（土）13:30～  場所：栃木県支部事務所 

 

（配布資料） 

資料 6-1-1 H25 年度科学技術講演会参会者 

資料 6-1-2 H25 年度科学技術講演会役割分担 

資料 6-1-3 H25 年度前期収支決算報告書 

資料 6-1-4 関東甲信地区支部長会議 

資料 6-1-5  第 6 回役員会・業務委員会報告と案内 

資料 6-1-6 エコもりフェア 2013 調査報告 

 

議事録署名人（署名捺印） 

 

支部長     菅井俊郎                          

 

 

議事録署名人  新井達雄                          

 

 

議事録署名人  宮下 治                          

  


